
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１－

②を用いること。 
 

学校名 札幌国際大学 
設置者名 学校法人札幌国際大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文学部 

国際教養学科 
夜 ・

通信 

24 

0 

8 32 13  

現代文化学科 
夜 ・

通信 
6 30 13  

心理学科臨床心理

専攻 

夜 ・

通信 
45 69 13  

心理学科子ども心

理専攻 

夜 ・

通信 
41 65 13  

観光学部 

観光ビジネス学科 
夜 ・

通信 
26 

16 42 13  

国際観光学科 
夜 ・

通信 
24 50 13  

スポーツ人間学部 

スポーツビジネス

学科 

夜 ・

通信 
16 

16 32 13  

スポーツ指導学科 
夜 ・

通信 
8 24 13  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www2.siu.ac.jp/syllabus/syllabus 

抽出方法：[大短区分]→「大学」を選択 

     [入学年度]→「2022 年度」「2021 年度」「2020 年度」「2019 年度」を選択 

     [学部・学科]→上記学科又は「全学共通教育科目」を選択 

     [フリーワード]→「実務経験のある教員」を入力 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校法

人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いること。 
 

学校名 札幌国際大学 
設置者名 学校法人札幌国際大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページにおいて公表 

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220518_090956.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

 

非常勤 

（前職）  

 民間法人役員 

令和4年  

4月1日～  

令和6年  

3月 31日  

組織運営体制への

チェック機能  

 

非常勤 

（前職）  

国家公務員  

令和4年  

4月1日～  

令和6年  

3月 31日  

組織運営体制への

チェック機能  

非常勤 

（現職）  

大学名誉教授  

令和4年  

4月1日～  

令和6年  

3月 31日  

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 札幌国際大学 

設置者名 学校法人札幌国際大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教員に対して次年度担当授業科目のお知らせをする際に、当該授業科目のシラバス原

稿の作成依頼をあわせて行っている。シラバスの記載項目は、「講義の目的及び概要」「講

義方法（当該担当教員の実務経験の有無を含む）」「授業計画」「到達目標」「成績評価基

準と方法」「テキスト・参考文献」「事前事後学習」等について記載することとし、各項目

の記載内容及び記載例をシラバス作成要領で示している。 

 シラバスは、Web 上で入力可能なシステムが構築されており、教員は Web上に表示され

る次年度担当授業科目一覧から選択し入力していく。 

 入力締め切り後、「シラバスチェック実施要領」で定められたチェックの観点に基づい

て、各学科等の教務部員が内容の確認を行う。チェックの結果、明らかに基準に合致し

ていないと判断される場合には、当該教員にフィードバックし修正を求める。 

 なお、シラバスの作成についてはすべての学部で同様に進められ、当該年度の 4 月 1

日に Web公開している 

授業計画書の公表方法 https://www2.siu.ac.jp/syllabus/syllabus 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定している

こと。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価は定期試験だけではなく、授業内の小テスト・発表・レポート・課題への取り

組み状況など複数の項目の合計得点によって決定している。科目担当者はこれらの配点

をシラバスに明記するとともに、各項目の得点を記した資料を単位成績認定時に提出し、

成績の算出根拠を明示するなど厳密な成績評価を実施している。成績評価の基準は科目

ごとにシラバスで示されており、『Study Guide』に明記されている次の 2つの原則に則

ったものとなっている。 

1) 科目の単位は、実施された全ての回の授業についての学習と、事前事後の自己学 

習に対して認められる。 

2) 病気などによりやむを得ず欠席したとしても、学習内容の理解と習得には 3分の 

2以上の出席が必要である。 

なお、成績評価の基準はすべての学部で同様に取り扱っている。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学習を効果的に進め、その質を高めるためにＧＰＡ制度を全学部で統一的に導入して

いる。学生の成績評価を数値化することで、客観的に学習成結果をモニターすることが

できる。 

ＧＰＡは科目毎の成績評価に対して 0.0 点（不可）、1.0 点（可）、2.0 点（良）、3.0 点

（優）、4.0点（優+）のグレードポイントをつけ、1単位当たりの平均成績評価点を算出

する。 

 また、ＧＰＡの算出方法については『Study Guide』に明記して学生に周知している。

さらに、各学期末にＧＰＡが記載された個人成績表を保護者に送付する際、ＧＰＡ制度

についての説明を付し周知を図っている。 

 なお、ＧＰＡの数値に応じて次の学期の履修科目上限が学生ごとに決まるＣＡＰ制度

を採用しており、これを厳正に適用している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
『Study Guide』ｐ20～21に記載 

(https://www.siu.ac.jp/assets/pdf/studyguide_22.pdf) 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 札幌国際大学は「教育理念」を踏まえて、次のように学位授与の方針を定める。「専門

知識・技能を活用する力」「コミュニケーション能力」「課題を発見し、解決する力」「多

様性の理解と協働する力」「能動的に学び続ける力」「社会に貢献する姿勢」の各項目に

関して、以下の基準に到達するように編成された各学科、各専攻の教育課程において、

所定の単位を修得した者に対して学位規則に従い学士の学位を授与する。 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）各学科・専攻の専門分野に関する知識・技能を修得し、活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）資料やレポート等の内容理解・作成・発表ができ、相手や状況に合わせて適切に

自らの考えを伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）現状を分析し、課題を明らかにした上で、適切な手段で計画的にその解決に取り

組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）他者との円滑な関係を築く力を有し、目標達成のために協調して物事に取り組む

ことができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）自ら計画し、行動し、評価し、改善を図りながら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）地域社会に貢献する姿勢を身に付け、その意欲を有する。 

 

 さらに学部、学科ごとに卒業認定・学位授与の方針を定めホームページに掲載してい

る。 

 卒業の要件は『Study Guide』に明示し、教務部及び教授会で厳格な卒業判定を実施し

ている。卒業の要件は次の 3つである。 

1）4年以上在学すること。ただし、休学等による学修中断の期間は、この在学期間に含

まれない。また、在学可能期間は、休学期間を除き 8年間が限度である。 

2）学則に定められた各学科の教育課程および履修方法によって 124単位以上を修得する

こと。 

3）定められた授業料を完納すること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

卒業認定・学位授与の方針： 

 https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33 

卒業要件：『Study Guide』p.７に記載 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学

校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４－

②を用いること。 

学校名 札幌国際大学 

設置者名 学校法人札幌国際大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸

表等 
公表方法 

貸借対

照表 
https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220617

_173303.pdf 
収支計

算書又

は損益

計算書 

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220617

_173303.pdf 

財産目

録 
https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220617

_173303.pdf 

事業報

告書 
https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220626

_183507.pdf 
監事に

よる監

査報告

（書） 

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220617

_173303.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

 ※リンク先は「Ｈ29年度大学機関別認証評価 自己点検評価書」となっているが、

平成 28 年度を自己点検・評価した内容で、平成 29 年に第三者評価を受審の為作成し

たものである。 

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20210601_153543.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20210329_175504.pdf 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する

方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 学部共通 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ  

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220519_165613.pdf） 

（概要） 

人文学部 
人間の理解をテーマに真理を探究する心と感性を養い、人文学の基礎的知識を習得するだ

けでなく知識の活用能力を持った自立し行動できる人材を育成する。 

国際教養学科 

「全人教育」により、アジアに位置する日本の大学として歴史を誠実に見つめ、異なる文

化や考え方を柔軟に受けとめ「理解する力」、「活かす力」、「自己発信する力」を獲得す

る人材を養成する。 

現代文化学科 

言語・文化・コミュニケーションをキーワードに、コミュニケーション能力を高め、他者

の歴史・文化・宗教・習慣に対する理解を深めることで、グローバルに活躍できる人材を

育成する。 

心理学科 

教養教育によって培われる豊かな人間性を基盤に、心理学の基礎理論と臨床心理学的援助

及び幼児教育・保育の知識と技能を習得して、医療、福祉、教育、保育などの現場で、専

門的対人援助が行える基礎力を育成する。 

 

観光学部 

観光に関する専門的知識・実践的な知識を有し、観光を通じた地域振興と国内・国際観光

の分野で活躍できる人材を育成する。 

観光ビジネス学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、観光ビジネスについて体系的・実践的に学習し、企

業や団体等の組織における経営活動を推進する 

人材を育成する。 

国際観光学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、観光振興、観光文化について体系的・実践的に学習

し、観光の国際化に対応する団体や企業等の活動を推進する人材を育成する。 

 

スポーツ人間学部 

生涯学習社会への移行とともに高まっているスポーツや健康に対する社会の要請に応え、

地域スポーツの振興と個人の健康づくりに貢献できる有為な人材を育成する。 

スポーツビジネス学科 

スポーツや健康に関する知識を習得し、スポーツビジネスの現場で活躍できる人材を育成

する。 

スポーツ指導学科 

生涯スポーツの育成発展に努めながら、スポーツを通して地域社会に貢献できる教養豊か

なスポーツ指導者を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試験要項 

https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33）                    

（概要） 

札幌国際大学は「教育理念」を踏まえて、次のように学位授与の方針を定める。「専門知

識・技能を活用する力」「コミュニケーション能力」「課題を発見し、解決する力」「多様

性の理解と協働する力」「能動的に学び続ける力」「社会に貢献する姿勢」の各項目に関

して、以下の基準に到達するように編成された各学科、各専攻の教育課程において、所定

の単位を修得した者に対して学位規則に従い学士の学位を授与する。 

https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33


  

 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）各学科・専攻の専門分野に関する知識・技能を修得し、活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）資料やレポート等の内容理解・作成・発表ができ、相手や状況に合わせて適切に自 

らの考えを伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）現状を分析し、課題を明らかにした上で、適切な手段で計画的にその解決に取り組 

むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）他者との円滑な関係を築く力を有し、目標達成のために協調して物事に取り組むこ 

とができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）自ら計画し、行動し、評価し、改善を図りながら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）地域社会に貢献する姿勢を身に付け、その意欲を有する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイ

ド、入学試験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=12）               

（概要） 

札幌国際大学は、学生が卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で示した資

質・能力を身に付けることができるように、以下の方針に基づき教育課程を編成する。 

 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける 

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を 

配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた 

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3）【専門教育】専門教育において、各学科・専攻のディプロマ・ポリシーに基づき専 

門性を身に付けることができるように、順次性のある体系的な科目配置を行う。 

（CP4）【教育方法】コミュニケーション能力や他者と協働する力の向上のため、PBL やグ 

ループワーク、フィールドワーク等のアクティブラーニング型の科目を配置し、 

主体的・対話的で深い学びを実現する。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習 

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳 

格な成績評価を実施する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試

験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=16） 

（概要） 

札幌国際大学は自由、自立、自省の精神による人間形成を重んじ、地域社会の発展に寄与

することができる国際人を育成するために、以下の資質、能力、意欲を持った学生を受入

れる。 

 

【求める学生像】 

（AP1）本学での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）自らの考えを持ち、他者と協働して学ぶ意欲を持つ人。【主体性・多様性・協働性】 

（AP3）広く社会の諸課題について問題意識を持ち、それを説明・表現できる人。【思考力・

判断力・表現力】 

（AP4）希望する専攻分野に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付ける意欲を持つ人。

【意欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

 

 

 



  

 

学部等名 人文学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ  

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220519_165613.pdf） 

（概要） 

人間の理解をテーマに真理を探究する心と感性を養い、人文学の基礎的知識を習得するだ

けでなく知識の活用能力を持った自立し行動できる人材を育成する。 

国際教養学科 

「全人教育」により、アジアに位置する日本の大学として歴史を誠実に見つめ、異なる文

化や考え方を柔軟に受けとめ「理解する力」、「活 かす力」、「自己発信する力」を獲得

する人材を養成する。 

現代文化学科 

言語・文化・コミュニケーションをキーワードに、コミュニケーション能力を高め、他者

の歴史・文化・宗教・習慣に対する理解を深めることで、グローバルに活躍できる人材を

育成する。 

心理学科 

教養教育によって培われる豊かな人間性を基盤に、心理学の基礎理論と臨床心理学的援助

及び幼児教育・保育の知識と技能を習得して、医療、福祉、教育、保育などの現場で、専

門的対人援助が行える基礎力を育成する。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試験要

項 https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33）                

（概要） 

国際教養学科 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）多言語コミュニケーション、地域づくり、グローバルビジネスの各分野において、 

社会、文化、言語、歴史、産業についての知識・技能を修得し、活用することがで 

きる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）他者の文化や価値観を尊重し、外国語や情報通信技術を適切に活用し対話すること 

ができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）適切な情報収集と客観的な分析から課題を明らかにし、具体的な解決策を考え出す 

ことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）対話を通して多様な人々と相互理解を深め、共通の目標に向かって協力して活動す 

ることができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）変化する社会に広く関心を持ち、新たな知識を意欲的に学び続けることができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）多文化共生社会の実現と発展に貢献するため、積極的に行動する意欲を有する 

現代文化学科 

 【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）自文化と異文化を理解し発信することに関する知識・技能を修得し、活用すること 

ができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）歴史・文化・宗教・習慣に関する資料やレポート等の内容理解・作成・発表ができ、 

相手や状況に合わせて適切に自らの考えを伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）言語・文化・コミュニケーションについて、文化学の観点から分析し、目的や課題 

を明らかにした上で、適切な手段で計画的に課題解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）他者との円滑な関係を築く力を有し、目標達成のために協調して物事に取り組むこ 

https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33


  

とができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）自ら計画し、行動し、評価し、改善を図りながら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）グローバルな視点をもち、地域社会に貢献する姿勢を身につけ、その意欲を有する。 

心理学科（臨床心理専攻） 

 【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）心理学領域及び臨床心理学領域の基礎的な知識・技能を修得し、活用することがで 

きる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）心理学的な知識・技能に基づいて他者を理解し、相手や状況に応じて自らの考えを 

伝え、建設的な議論ができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）心理学的観点を踏まえて現状を客観的に分析し、課題を明らかにした上で、見通し 

を立ててその解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）様々な人の立場や背景を理解した上で円滑な関係を構築し、協働して物事に取り組 

むことができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）幅広い教養に基づいて広く社会に関心を持ち、継続的に知識・経験を積み上げるこ 

とができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）地域社会に関する問題を心理学的な観点から捉え、他者と協働し地域に貢献する意 

欲を有す 

心理学科（子ども心理専攻） 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）心理学領域及び幼児教育・保育領域に関する知識・技能を修得し、活用することが 

できる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）心理学を基盤とし、幼児教育や保育、福祉等の現場において、利用者や関係者の理 

解に努め、自らの考えを適切に伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）幼児教育・保育の現状を分析し、目的や課題を明らかにした上で、適切な手段で計 

画的に課題解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）幼児教育・保育の場において、年齢、性別、国籍、障がいの有無などの多様性を理 

解し、適切な対応をすることができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）教育・保育の分野において最新の情報を得る努力を怠らず、より良い教育・保育の 

在り方を検討し、実践、評価、改善を図りながら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）理想の保育を求め、研究・実践に携わるリーダーとしての自覚を持ち、地域社会に 

貢献する姿勢を身に付け、その意欲を有する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイ

ド、入学試験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=12）               

（概要） 

国際教養学科 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける 

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を 

配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた 

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】人文学領域の基礎知識の修得を図るために、学科基礎科目を配置す 



  

る。 

（CP3-2）【専門教育】幅広い知識の修得を図るため、国際・産業社会、言語、文化・地域、 

コミュニケーション、学芸員に関する５分野について、学科専門科目を配置する。 

（CP3-3）【専門教育】専門的な知識・技能を身に付けることができるように、系統性と順 

次性を踏まえ、期別及び学年配置を行う。 

（CP3-4）【専門教育】多文化理解を深め、言語コミュニケーション能力の向上を図るため、 

学外学修の充実を図る。 

（CP4-1）【教育方法】国際的な視野を獲得し実践力を高めるため、フィールドワークによ 

り、主体的・対話的で深い学修を展開する。 

（CP4-2）【教育方法】コミュニケーション能力や他者と協働する力の向上を図るために、 

PBL・グループワーク等のアクティブラーニングを展開する。 

（CP4-3）【教育方法】教え学び協働する意義を体得させるため、異学年間のコミュニケー 

ションを深める学修を展開する。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習 

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳 

格な成績評価を実施する。 

現代文化学科 

言語・文化・コミュニケーションをキーワードに、コミュニケーション能力を高め、他

者の歴史・文化・宗教・習慣に対する理解を深めることで、グローバルに活躍できる人

材を育成することを目的としており、学生が卒業までにこの目的を達成するための教育

課程を下記に示す教育課程編成・実施の方針に基づき設定する。 

① 高大接続の観点から大学教育への円滑な移行を促すため初年次教育の充実を図る。 

②「学びの技法Ⅰ」、「基礎演習Ⅰ」等の授業において現代文化への問題意識を高め、

考察力、発信力を身に付ける。 

③「現代文化論」、「現代思想」、「メディア・リテラシー論」等の授業において現代、

日本、社会、文化といった多元的視点から現代文化の諸相を理解する。 

④「国際関係論」、「近代日本史」、「博物館概論」、「社会言語学」、「Conversation  

Ⅰ・Ⅱ」等の授業において現代文化に関わる専門知識と技能を修得する。 

⑤「プロジェクト演習Ⅰ」、「応用演習Ⅰ」、「テーマ研究Ⅰ」、「卒業研究」等の授業 

において実践力、課題発見・課題解決力を修得する。 

⑥演習、実習、フィールドワーク、インターンシップ等を通じた実践的・体験的な学び 

を重視し、能動的・自主的な学修の充実を図る。 

① キャリア形成の観点から、キャリア科目を体系的に設定し、社会的・職業的自立に必 

要な能力・態度を育む。 

② 成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方

法 

③ 等および学則、規程等に定める所定単位修得により学修成果を評価し、その客観性

を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実施する。 

心理学科(臨床心理専攻) 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける 

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を 

配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた 

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】系統性と順次性を踏まえ、基礎的な知識・能力を身に付けるための 

科目と主体的・応用的な深い学びを実現さるための科目を配置する。 

（CP3-2）【専門教育】心理学的な考え方や知識を身に付けることができるように、心理学 

及び関連分野の幅広い講義科目を配置する。 

（CP3-3）【専門教育】実践を通して、心理学的な人間理解の視点とコミュニケーションス 

キルを身に付けることができるように、臨床心理学の実技に関する科目を配置す 

る。 

（CP3-4）【専門教育】データに基づいて科学的に物事を捉える能力を身に付けることがで 

きるように、心理学の研究法に関する科目を配置する。 



  

（CP4-1）【教育方法】コミュニケーション能力や他者と協働する力の向上のため、グルー 

プワークを導入する。 

（CP4-2）【教育方法】プロジェクトを用いた学習を展開し、主体的な学びを実現する。 

（CP4-3）【教育方法】知識として学んだことを実践で活かすことができるように、体験を 

重視したフィールドワークを展開する。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習 

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳 

格な成績評価を実施する。 

心理学科(子ども心理専攻) 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける 

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を 

配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた 

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】心理学領域の基礎的知識を身に付けることができるように、順次性 

のある体系的な科目配置を行う。 

（CP3-2）【専門教育】幼児教育・保育領域に関する知識・技能の修得のために、順次性の 

ある体系的な科目配置を行う。 

（CP3-3）【専門教育】幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格取得のための必修科目、選択 

科目を体系的に配置する。 

（CP3-4）【専門教育】こども音楽療育士資格取得のための必修科目、選択科目を体系的に 

配置する。 

（CP4-1）【教育方法】専門知識・技能を活用する力の向上のため、保育施設等において行 

うフィールドワーク科目や、幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格取得のための 

実習科目を配置し、実践的な学びを展開する。 

（CP4-2）【教育方法】課題を発見し、解決する力や、能動的に学び続ける力、社会に貢献 

する姿勢を養うため、PBL やグループワーク、フィールドワーク等のアクティブ 

ラーニング型の科目と座学科目を組み合わせ、主体的・対話的で深い学びを実現 

する。 

（CP4-3）【教育方法】多様性を理解する力の向上のため、障がい児（者）理解、障がい児 

（者）支援に関わる科目を配置する。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習 

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳 

格な成績評価を実施する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試

験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=16）                  

（概要） 

国際教養学科 

歴史を誠実に見つめ、異なる文化や考え方を柔軟に受け止め「理解する力」、「活かす力」、

「自己発信する力」を身に付けた人材を育成するために、以下の資質、能力、意欲を持っ

た学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本学科での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）他者の考えを尊重し、自らの考えを的確に伝えるコミュニケーション力を有し、協 

働して学ぶ意欲を持つ人。【主体性・多様性・協働性】 

（AP3）広く社会の諸課題について問題意識を持ち、それを説明・表現できる人。【思考力・

判断力・表現力】 

（AP4）社会、文化、言語、歴史、産業分野に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付 

ける意欲を持つ人。【意欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

心理学科（臨床心理専攻） 

心理学科臨床心理専攻は、豊かな人間性を基盤に、心理学の基礎理論と臨床心理学的援助

の知識と技能を習得して、医療、福祉、教育などの現場で、専門的対人援助が行える基礎



  

力を育成するために、以下の資質、能力、意欲を持った学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本専攻での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）自らの考えを持ち、他者と積極的に協働できる人。【主体性・多様性・協働性】 

（AP3）広く社会の諸課題について問題意識を持ち、文章や会話を通して伝えることができ 

る人。【思考力・判断力・表現力】 

（AP4）心理学及び臨床心理学の分野に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付ける意 

欲を持つ人。【意欲・関心】 

（AP5）他者との協働に必要な社会性を持ち、目的の達成に向けて努力することができる人。

【態度】 

心理学科(子ども心理専攻) 

心理学科子ども心理専攻は、心理学を基盤とした幼児教育、保育の知識と技能を習得し、

時代に合った最善の保育を求めて常に研究を続け、実践に活かすことのできる保育者を育

成するために、以下の資質、能力、意欲を持った学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本専攻での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）他者の考えを尊重しつつ、自らの考えを他者へ的確に伝えることができるコミュニ 

ケーション力を有し、相互理解のうえ協働して学ぶ意欲を持つ人。【主体性・多様 

性・協働性】 

（AP3）子どもや保育、福祉に関わる諸課題について問題意識を持ち、それを説明・表現で 

きる人。【思考力・判断力・表現力】 

（AP4）教育・保育、心理学の分野に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付ける意欲 

を持つ人。【意欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

 

 

 

学部等名 観光学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ  

 https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220519_165613.pdf） 

観光に関する専門的知識・実践的な知識を有し、観光を通じた地域振興と国内・国際観光

の分野で活躍できる人材を育成する。 

観光ビジネス学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、観光ビジネスについて体系的・実践的に学習し、企

業や団体等の組織における経営活動を推進する 

国際観光学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、観光振興、観光文化について体系的・実践的に学習

し、観光の国際化に対応する団体や企業等の活動を推進する人材を育成する。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：キャンパスガイド、入学試験要項、

https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33 ）                  



  

（概要） 

観光ビジネス学科 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）観光ビジネスに関する専門知識・技能を修得し活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）観光ビジネスに関する資料の内容理解・作成・発表ができ、相手に合わせて適切に 

自らの考えを伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）観光ビジネスや地域社会の現状を把握し、課題を分析し、適切な手段で計画的に課 

題解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）言語や文化等が異なる多様な人々と円滑な関係を築く力を有し、目標達成のために 

協調して物事に取り組むことができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）自ら計画し、行動し、評価し、改善を図りながら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）地域社会に貢献する活動に自発的に取り組む意欲を有する。 

国際観光学科 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）国際観光分野に関する知識・技能を修得し、活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）資料やレポート等の内容理解・作成・発表ができ、相手や状況に合わせて適切に自 

らの考えを伝えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）国内外の観光を取り巻く現状を把握し、課題を発見し、根拠に基づき分析すること 

で、改善や解決のための方法をまとめることができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）他者との円滑な関係を築く力を有し、目標達成のために協調して物事に取り組むこ 

とができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）国際観光振興や町づくりに関して、自ら計画し、行動し、評価し、改善を図りなが 

ら継続的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）観光分野による地域社会活動に貢献する姿勢を身につけ、その意欲を有する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：：ホームページ、キャンパスガイ

ド、入学試験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=12）  
（概要） 

観光ビジネス学科 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】観光学の基礎を身に付けるために観光学部基幹科目を設置する。 

（CP3-2）【専門教育】観光ビジネスの現場に即したより専門的な知識習得のために観光学

部専門科目を設置する。 

（CP4-1）【教育方法】他者とのコミュニケーションを円滑にするために必要な PC スキル、

ICT リテラシー等を身につける機会を設ける。 

（CP4-2）【教育方法】演習やフィールドワークを通して、観光ビジネスや異文化交流の現

場で実践的に学ぶ機会を設ける。 

（CP4-3）【教育方法】座学、PBL、インターンシップやフィールドワークといった多様で

実践的な学びの機会を設ける。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳格な成績



  

評価を実施する。 

国際観光学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、地域の観光振興、観光文化に資する国際観光につい

ての専門的、実践的な知識を修得し、国際観光分野で活躍する人材の育成を目的としてお

り、学生が卒業までにこの目的を達成するための教育課程を下記に示す教育課程編成・実

施の方針に基づき設定する。  

①高大接続の観点から、大学教育への円滑な移行を促すため、初年次教育の充実を図る。  

②「国際観光論」、「国際観光ビジネス」、「インバウンド概論」などを中心に国際観光の

基礎的知識の修得に関する科目を設定する。  

③「アジア観光論」、「観光地形成」などを中心に国際観光の専門知識の修得に関する科

目を設定する。  

④「海外観光研修」、「観光ボランティア」などを中心に国際観光の実践的知識の修得に

関する科目を設定し、能動的・自主的な学修の充実を図る。  

⑤キャリア形成の観点から、キャリア科目を体系的に設定し、社会的・職業的自立に必要

な能力・態度を育む。「観光学部共通科目」に配置している「ホスピタリティ論」、「観光

実践演習」などは自立して行動できる姿勢を養う科目である。加えて、「キャリア科目」

に設定されている「インターンシップA」などは企業の受入の承諾があって成立する科目で

あり、社会人としての礼儀、職務に対する勤勉性などが企業により評価されるため、事前

に自主的に姿勢を整えることが不可欠である。  

⑥成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方法等

および学則、規程等に定める所定単位修得により学修成果を評価し、その客観性を担保す

るため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実施する。  
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入試要

項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=16） 

（概要） 

観光ビジネス学科 

豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、観光ビジネスについて体系的・実践的に学習し、企

業や団体等の組織における経営活動を推進する人材を育成するために、以下の資質、能力、

意欲を持った学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本学科での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）自らの考えを持ち、他者と協働して学ぶ意欲を持つ人。【主体性・多様性・協働性】 

（AP3）広く社会の諸課題について問題意識を持ち、それを説明・表現できる人。【思考力・

判断力・表現力】 

（AP4）観光ビジネスに興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付ける意欲を持つ人。【意

欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

 

 

 

学部等名 スポーツ人間学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ  

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20200803_172442.pdf） 

（概要） 

生涯学習社会への移行とともに高まっているスポーツや健康に対する社会の要請に応え、

地域スポーツの振興と個人の健康づくりに貢献できる有為な人材を育成する 

スポーツビジネス学科 

スポーツや健康に関する知識を習得し、スポーツビジネスの現場で活躍できる人材を育成

する。 

スポーツ指導学科 

生涯スポーツの育成発展に努めながら、スポーツを通して地域社会に貢献できる教養豊か

なスポーツ指導者を育成する。 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試験要

項 https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33）                

（概要） 

スポーツビジネス学科 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）情報を収集、整理、活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）人間関係やチームワークを形成するために、自分の意見をわかりやすく伝えること 

ができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）現状を分析し、課題を明らかにするとともに、その解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）地域住民や多様な関係者と相互理解を深め、目標に向かって合意形成に取り組むこ 

とができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）計画・行動・評価・改善を図りながら、知識・技術を更新し、継続的に学ぶことが 

できる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）地域に対する高い関心を持ち、理解を深め、社会に貢献することができる。 

スポーツ指導学科 

【専門知識・技能を活用する力】（知識・技能・判断力） 

（DP1）専門知識を科学的視点に基づいて理解するとともに、各種の運動・スポーツなら 

にその指導を行うための技能に習熟し、それらを活用することができる。 

【コミュニケーション能力】（思考力・表現力・主体性・多様性・協働性） 

（DP2）集団において相互理解を深め、問題や課題について情報を共有し、自らの考えを伝 

えることができる。 

【課題を発見し、解決する力】（技能・思考力・判断力・表現力・主体性） 

（DP3）科学的視点に基づいた分析・検討により課題を明らかにし、合理的な手段を用いて 

その解決に取り組むことができる。 

【多様性の理解と協働する力】（知識・主体性・多様性・協働性・関心） 

（DP4）スポーツ・インテグリティに対する理解に基づき、目標達成のために他者と協働し 

て課題に取り組むことができる。 

【能動的に学び続ける力】（思考力・主体性・意欲） 

（DP5）信頼性と妥当性の高い情報の収集を通じて自らの計画・行動を評価し、改善を図り 

ながら能動的に学ぶことができる。 

【社会に貢献する姿勢】（主体性・多様性・協働性・意欲・関心） 

（DP6）スポーツの振興ならびに生涯スポーツの実現に向けた持続可能な取り組みを通じ 

て、地域社会に貢献しようとする意欲を有する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイ

ド、入学試験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=12）               

（概要） 

スポーツビジネス学科 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】スポーツ・健康・スポーツビジネスに関する専門的な知識・技能を

身に付けることができるように、系統性と順次性を踏まえ、期別及び学年配置を行う。 

（CP3-2）【専門教育】スポーツ・健康・スポーツビジネスを中心にすえ、さらにそれらを

複合的に扱う科目を配置し、学科専門科目を展開する。 

（CP3-3）【専門教育】全学共通科目との連動を図り、基礎的知識とスポーツ現場をつなぐ

往還的な科目展開をする。 

（CP4-1）【教育方法】コミュニケーション能力や他者と協働する力の向上を図るため、PBL

https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=33


  

やグループワーク等のアクティブラーニングにより、主体的・対話的で深い学びを実現す

る。 

（CP4-2）【教育方法】知識・技術の習得と現場での活用を往還的に展開し、学びの意欲の

喚起と現場で活きる知識・技術の習得を図る。 

（CP4-3）【教育方法】国内外での実践的なフィールドワーク科目を 1・2 年次に配置し、

専門科目の学びへの意欲を高めるとともに、現場見学、ゲストによる聴講学習等により、

現場を重視した実践的な学びを展開する。 

（CP4-4）【教育方法】リーダー養成の観点から、異学年共修型のピアサポートによるＰＢ

Ｌ等のアクティブラーニング型の科目を配置し、能動的・自主的な学修の充実を図る。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳格な成績

評価を実施する。 

スポーツ指導学科 

（CP1）【初年次教育】高等学校から大学への円滑な移行を図るため、能動的に学び続ける

力を身に付けることができるように、全学共通教育科目として初年次教育科目を配置する。 

（CP2）【教養教育】幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するた

め、全学共通教育科目として人文、社会分野を中心に教養教育科目を配置する。 

（CP3-1）【専門教育】学科専門科目としてスポーツ指導分野に関する基礎的知識と技能の

科学的視点からの理解に関する科目を配置する。 

（CP3-2）【専門教育】学科専門科目としてスポーツパーソンシップ及びリーダーシップに

基づく指導力の獲得に関する科目を配置する。 

（CP3-3）【専門教育】学科専門科目としてスポーツ指導分野の課題分析力の修得に関する

科目を配置する。 

（CP4-1）【教育方法】専門的な知識及び技能、論理的思考力の育成を目的とした科目群を

編成し、実践的、能動的な学修環境の整備に繋げる。 

（CP4-2）【教育方法】演習、実習、インターンシップ等を通じた実践的・体験的な学びの

機会を設け、学生の能動的な学修環境を整備する。 

（CP4-3）【教育方法】キャリア形成の観点から、学生の社会的・職業的な自立に必要な能

力・態度の育成を図るために、教育課程における科目の位置づけと各科目において達成す

べき目標を明示する。 

（CP5）【教育方法・評価方法】CAP 制により充分な学修時間を確保し、授業時間外の学習

を促すことで単位の実質化を図るとともに、明確で客観的な評価基準に基づく厳格な成績

評価を実施する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、キャンパスガイド、入学試

験要項、https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=16）                  

（概要） 

スポーツビジネス学科 

スポーツや健康に関する知識を習得し、スポーツビジネスの現場で活躍できる人材を育成

するために、以下の資質、能力、意欲を持った学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本学科での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 

（AP2）多様な価値観を尊重し、他者と協力しながら、主体的に学ぶ意欲がある人。【主体

性・多様性・協働性】 

（AP3）身近な社会問題について関心を持ち、それを説明・表現できる人。【思考力・判断

力・表現力】 

（AP4）スポーツや健康に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付ける意欲を持つ人。

【意欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

スポーツビジネス学科 

生涯スポーツの育成発展に努めながら、スポーツを通して地域社会に貢献できる教養豊か

なスポーツ指導者を育成するために、以下の資質、能力、意欲を持った学生を受け入れる。 

【求める学生像】 

（AP1）本学科での学修に必要な学力を有している人。【知識・技能】 



  

（AP2）自らの考えを持ち、他者と協働して学ぶ意欲を持つ人。【主体性・多様性・協働性】 

（AP3）広く社会の諸課題について問題意識を持ち、それを説明・表現できる人。【思考力・

判断力・表現力】 

（AP4）スポーツ健康・スポーツ指導分野に興味・関心を持ち、専門知識と技能を身に付け

る意欲を持つ人。【意欲・関心】 

（AP5）目的の達成に向けて努力することができる人。【態度】 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：

https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220601_124201.pdf 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

人文学部 － 19 人 12 人 5 人 0 人 0 人 36 人 

観光学部 － 11 人 7 人 4 人 0 人 0 人 22 人 

スポーツ人間学部 － 15 人 3 人 4 人 3 人 0 人 25 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 128 人 128 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=44 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

建学の礎、教育の基本的考え方及び学部等の教育目標に基づいて行う教育改善・向上に係

る活動を支援するために、ＦＤ委員会を設置し、年間 4～5回のＦＤを開催している。2021

年度の開催状況は以下のとおりである。 
①2022 年度全学共通教育の新カリキュラム内容検討 （2021 年 8 月 4 日） 

②授業改善について （2021年 9 月 6 日） 

③教育の内部質保証および教学マネジメント体制の構築について（2021 年 10 月 25 日、28 日） 

④ティーチングポートフォリオセミナー （2022 年 2 月 7日） 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進

学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文学部 160 人 174 人 108.8％ 640 人 613 人 95.8％ 若干名 11 人 

観光学部 140 人 64 人 45.7％ 560 人 444 人 79.3％ 若干名 8 人 

スポーツ人間学部 140 人 126 人 90.0％ 560 人 517 人 92.3％ 若干名 1 人 

合計 440 人 364 人 82.7％ 1760 人 1,574 人 89.4％ 若干名 20 人 

（備考） 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文学部 
88 人 

（100％） 

2 人 

（2.3％） 

70 人 

（79.6％） 

16 人 

（18.2％） 

観光学部 
89 人 

（100％） 

5 人 

（5.6％） 

59 人 

（66.3％） 

25 人 

（28.1％） 

スポーツ人間学部 
116 人 

（100％） 

3 人 

（2.6％） 

98 人 

（84.5％） 

15 人 

（12.9％） 

合計 
293 人 

（100％） 

10 人 

（3.4％） 

227 人 

（77.5％） 

56 人 

（19.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）進学先：札幌国際大学大学院、鳴門教育大学大学院 

就職先：㈱ツルハ、㈱ラルズ、北雄ラッキー㈱、北海道警察、北海道教育委員会、アイングループ、イオン

北海道㈱、北海道旅客鉄道㈱、㈱プリンスホテル、野口観光グループ、日本郵政グループ、稚内信用金庫、

札幌トヨペット㈱、第一生命保険、オカモトグループ、DCM ホーマック㈱他 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人文学部 
101 人 

（100％） 

83 人 

（82％） 

9 人 

（9％） 

9 人 

（9％） 

人 

（  ％） 

観光学部 
77 人 

（100％） 

66 人 

（86％） 

4 人 

（5％） 

7 人 

（9％） 

人 

（  ％） 

スポーツ人間

学部 

128 人 

（100％） 

111 人 

（87％） 

7 人 

（5％） 

10 人 

（8％） 

 

合計 
306 人 

（100％） 

260 人 

（85％） 

20 人 

（6％） 

26 人 

（9％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

教員に対して次年度担当授業科目のお知らせをする際に、当該授業科目のシラバス原稿の作成

依頼をあわせて行っている。シラバスの記載項目は、「講義の目的及び概要」「講義方法（当該担

当教員の実務経験の有無を含む）」「授業計画」「到達目標」「成績評価基準と方法」「テキスト・参

考文献」「事前事後学習」等について記載することとし、各項目の記載内容及び記載例をシラバス

作成要領で示している。 

シラバスは、Web 上で入力可能なシステムが構築されており、教員は Web 上に表示される次年

度担当授業科目一覧から選択し入力していく。 

入力締め切り後、「シラバスチェック実施要領」で定められたチェックの観点に基づいて、各学

科等の教務部員が内容の確認を行う。チェックの結果、明らかに基準に合致していないと判断さ

れる場合には、当該教員にフィードバックし修正を求める。 

なお、シラバスの作成についてはすべての学部で同様に進められ、当該年度の４月１日に Web

公開している。 

 

 

 



  

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は終了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価は定期試験だけではなく、授業内の小テスト・発表・レポート・課題への取り組み状況

など複数の項目の合計得点によって決定している。科目担当者はこれらの配点をシラバスに明記す

るとともに、各項目の得点を記した資料を「単位成績認定書」に添付して提出し、成績の算出根拠

を明示するなど厳密な成績評価を実施している。成績評価の基準は科目ごとにシラバスで示されて

おり、『Study Guide』に明記されている次の 2 つの原則に則ったものとなっている。 

1) 科目の単位は、実施された全ての回の授業についての学習と、事前事後の自己学習に対して認

められる。 

2) 病気などによりやむを得ず欠席したとしても、学習内容の理解と習得には 3 分の 2 以上の 

出席が必要である。 

また、学習を効果的に進め、その質を高めるためにＧＰＡ制度を全学部で統一的に導入している。

学生の成績評価を数値化することで、客観的に学習結果をモニターすることができる。 

ＧＰＡは科目毎の成績評価に対して 0.0 点（不可）、1.0 点（可）、2.0 点（良）、3.0 点（優）、

4.0 点（優+）のグレードポイントをつけ、1 単位当たりの平均成績評価点を算出する。 

また、ＧＰＡの算出方法については『Study Guide』に明記して学生に周知するとともに、各学期末

にはＧＰＡが記載された個人成績表を保護者に送付する際、ＧＰＡ制度について明示している。 

 なお、ＧＰＡの数値に応じて次の学期の履修上限単位数が学生ごとに決まるＣＡＰ制度を採用し

ており、これを厳正に適用している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人文学部 

国際教養学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位(GPA により変動) 

現代文化学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位(GPA により変動) 

心理学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位 (GPA により変動 ) 

学部 
観光ビジネス学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位 (GPA により変動 ) 

国際観光学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位(GPA により変動) 

スポーツ人間学部 

スポーツビジネス学

科 
124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位(GPA により変動) 

スポーツ指導学科 124 単位 🈶🈶・無 半期 22 単位(GPA により変動) 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

・前学期の GPA によって当該学期の最高履修上限単位（CAP）を定めて

いる。 

・奨学金貸与資格、教職課程履修資格、留学の選抜等に利用している。 

・学修支援プログラム（面談、週一回の受講状況確認等）の対象者の

抽出に利用している。 

公表方法：『Study Guide』ｐ20 に記載 

(https://www.siu.ac.jp/assets/pdf/studyguide_22.pdf) 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法: https://www.siu.ac.jp/common/img/content/content_20220523_105639.pdf  
 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部 全学科 

1 年次 

810,000 円 
230,000 円 126,800 円 

施設費、教育充実費、学生研修

費、学研災保険料 

2・3 年次 

820,000 円 
― 

 

110,000 円 

 

施設費、教育充実費 

4 年次 

820,000 円 
― 

 

110,000 円 

 

施設費、教育充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．学生の修学全般に関する支援体制 
本学では教育理念（建学の精神）に則り、「学生一人ひとりを大切にし、みつめ、伸ばす教育」

を行うことを目的として、専任教員による「アドバイザー制度」を実施している。 
学科長より任命された教員がアドバイザーとなって学生を担当し、学生の学習（履修や単位）

や進路、学生生活などに関する支援と指導を行っている。 
アドバイザーは半期ごとに個別面談を実施することとし、必要に応じて他部署（教務課、学生

課、学生サポートセンター、ライティング・ラボなど）と連携しながら支援と指導を行う。また、

日常の面談はオフィスアワーで適宜実施する。アドバイザーの主な役割は以下の通り。 
・学習に関すること（履修指導、学習の進め方に関する相談など） 
・進路に関すること（学籍異動に関する相談、就職や進学に関する相談、留学やボランティア

など諸活動に関する相談） 
・学生生活に関すること（人間関係、健康面の相談、ハラスメント等の相談） 
・関係書類の作成（奨学金、留学、就職、進学等の書類作成、面談記録の作成など） 
 

２．成績不振学生を対象とした学修支援プログラム 
 本学では、各学期の成績（GPA 又は修得単位数）が所定の基準に届かなかった場合に、当該学

生の成績向上に向けてアドバイザー教員を中心としたバックアップ体制を構築し、定期的な面談

を行いながら、必要な支援を行う。 
また、2 年終了時の成績が一定の基準に到達しなかった場合は、保証人を交えて今後の展望に

ついての協議を行う。 
 
３．ライティング・ラボにおける学修支援 
 本学は教育の質保証及びその一層の向上を図るために、「ライティング・ラボ」を設置してい

る。主な機能は以下の通り。 
・全学的な学習支援施策の企画及び実施 
・学修相談（レポート等の文章作成、プレゼンテーション方法、学習ツールの活用等） 
・個別学習スペースの提供 
・グループ学習スペースの提供 
・パソコン貸出 
・教育活動の推進及び支援に関すること 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学は「建学の礎」に基づいて「自由・自立・自省」の精神を備えた有為な人材を育成すること

を目標とし、そのための教育課程と学習環境を提供している。具体的には以下の通り。 

 

1. コミュニケーション能力の育成 



  

社会生活上のエチケットを守り、あらゆる場面で、さまざまな人と言葉やそのほかの方法で深く

コミュニケーションを図る能力を育成する。 

（1）各種講座・講演会の開催 

（2）ＳＰＩ模擬テストの実施とフォロー 

（3）話す力、聴く力、自分をアピールする力を高める学習の支援 

 

2. 学生の自立支援 

学生の自立と、一人ひとりが達成感のある学生生活を送るための支援をする。 

（1）個人面談の実施 

（2）学生個々に合わせた求人情報の提供 

（3）最新の就職情報・就職活動情報の提供 

（4）道外出身学生への就職活動支援 

 

3. 1 年次からの進学・就職支援 

学生が将来の活躍の場を考え、一人ひとりが自分のキャリアデザインをイメージできるように、

段階的なプログラムや資料、情報を提供する。 

（1）アドバイザー教員との連携 

（2）就職ガイダンス・講演会の開催 

（3）就職適性テストの実施 

（4）業界研究セミナーの開催 

（5）合同企業説明会の開催 

（6）資格取得講座の開催 

（7）関連科目への協力（資料提供、出前講義、講師派遣など） 

（8）全国大学実務教育協会認定資格取得の機会提供 

 

4. キャリア支援センター 

「キャリア支援センター」は、就職・進学活動に取り組む学生をさまざまな面からサポート。進

路についての相談や就職に関するアドバイス、専門スタッフによる面接や履歴書の書き方の指導

なども行っている。 

各業界とのネットワークも幅広く、企業や就職に関する情報を豊富に蓄積。就職や進学、キャリ

アアップについて、最大限の支援をしていく。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身両面の健康増進及び修学支援の充実を図り、質の高い教育環境の保証及びその 一

層の向上に資するため、心理相談部門である「学生相談室」、健康支援部門である「保健室」及

び修学支援部門である「学生サポートルーム」の 3 部門を統括する学生サポートセンターを設置

している。 

・学生相談室では、専門のカウンセラーが学生生活を送るうえで出会う様々な問題や悩みを聴き

より良い解決方法を共に考える場を提供している。 

・保健室では、急病やケガなど日常の応急手当、その他の健康に関することの相談に応じてい

る。 

・学生サポートルームは、面談室やフリースペース、個別学習室、セミナールームなどを備え、

障がいを抱える学生や困りごと、心配事のある学生の修学支援（合理的配慮）、日常にかかる

様々な悩みについて、福祉の国家資格を持つキャンパス・ソーシャルワーカーがアウトリーチを

含めた相談に応じている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.siu.ac.jp/about/detail.html?content=22 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


